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研究成果の概要（和文）：  千葉大学名誉教授竹蓋幸生氏の提唱した3ラウンド理論に基づき、英語教育用動画
e-learning 教材『Scotland Tour』を完成した。3ラウンドとは教材を３つのステップにわけ、徐々にリスニン
グ力を高める方法である。この教材は、主にリスニング力の向上を目指したものであるが、同時に内容統合型の
教材でもある。学習者は、Scotlandの文化、歴史、地理、偉人を楽しみながら学ぶことができる。
　舞台は古き良き都エジンバラと南西部の町ダンフリースで、人物としてRobert Burns やタイタニック号の楽
団員Jock Humeが登場している。また、それらの人物に関連した原書の翻訳も出版した。

研究成果の概要（英文）：  In this project, video e-learning materials named "Scotland Tour" have 
been produced, based on the 3 Round Theory proposed by Chiba University Professor Emeritus TAKEFUTA,
 Yukio. In the 3 Round Theory, an e-learning material has been divided into 3 steps and learners 
gradually improve their listening skill step by step.  "Scotland Tour" is not only listening-focused
 but also has content-based material. By using and enjoying this video e-learning material, learners
 learn culture. geography and characters.
  This material was recorded in Edinburgh and Dumfries in Scotland. The characters who appear in 
this material are Robert Burns, the very famous poet and Jock Hume, a Titanic band member. Two 
original English books, having much to do with these persons, have been translated by lead 
researcher.

研究分野： 応用言語学、英語教育学、翻訳論
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　3ラウンド理論に基づく動画e-learning教材は多数存在するが、舞台の中心がアメリカ合衆国や英国イングラ
ンドであるものが多い。本研究は、World Englishesの観点から、英国スコットランドを舞台として選んだ動画
教材である。また、同時に本格的な内容統合型の教材を目指し、英語を学びながら、スコットランドの文化、歴
史、地理さらにはゆかりの人物を学ぶことができるように工夫がなされている。また、教材制作のために利用し
た、タイタニック号の楽団員関係の原書を翻訳書として上梓した。『タイタニック号の若きヴァイオリニスト』
と『タイタニック号の永遠の讃美歌』は楽団員関係の本邦初の翻訳書である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1)千葉大学名誉教授、竹蓋幸生氏が提唱した 3 ラウンド理論に基づく動画教材は、千葉大学の
研究グループを中心に、数多く制作されていたものの、大学をテーマにしたものは、アメリカ合
衆国の西海岸の大学等に限られていた。そのため、本研究代表者を中心とする科研グループでは、
2013 年～2016 年の科研を利用して、アメリカ東海岸の MIT とハーバード大学にて動画撮影を
行い、『Campus Tour』を完成させた。その時の課題として、さらに英国の大学を舞台にした教
材の制作を検討していた。 
 
(2) 3 ラウンド理論に基づく教材、あるいは他の英語教材においても、英国関係の教材のほとん
どが英国イングランドを舞台としたものが多い。World Englishes の視点からも、英国のその他
の地域を舞台とする 3 ラウンド理論に基づく教材が必要と思っていた。特に、英国のスコット
ランドを舞台とした教材の制作に必要性を感じていた。 
 
(3) 最新の語学教育理論では、いわゆる英語を学ぶための英語教材ではなく、内容統合型教材の
重要性が強調されている。すなわち、専門的内容を英語で学ぶという考えで、それによって英語
力を効率的に高めることができるという理論である。本科研グループも、そのような教材の必要
性を感じていた。スコットランドを舞台にした内容統合型教材を制作する方向で検討したが、そ
の場合、文化、地理、あるいは代表的な人物などの背景知識が必要だった。そのため、教材の舞
台として予定していた、スコットランドのエジンバラ、およびダンフリースに関係する人物の書
籍を集め、必要に応じて翻訳を行うことも視野に入れた。 
 
２．研究の目的 
(1) 千葉大学名誉教授、竹蓋幸生氏が提唱した 3 ラウンド理論に基づく教材を、本科研グループ
はさらに改良を加え、本学独自の教材、CALL 教材 3 STEP シリーズを考案した。すでに、アメ
リカの大学生活や大学の様子を英語で学ぶ『Campus Tour』は完成していたので、さらなるシ
リーズ化のためにも、次の作品の制作が必要でだった。 
 
(2) 2 作目の作品として、スコットランドの文化、歴史、地理、そして代表的人物などを扱う教
材制作を開始した。場所としては、コロナ禍で英国出張がなかなかできなかったこともあり、エ
ジンバラとダンフリースにしぼった。また、人物として、スコットランドの有名な農民詩人
Robert Burns とタイタニック号事故で乗客のパニックを防ぐため最期まで演奏を続けた楽団
員 Jock Hume を選んだ。 
この 2 名のスコットランド人についての書籍を集めたが、当時無名だった Jock Hume に関

しては、関連書籍の翻訳にも取り組む必要があった。内容統合型にふさわしい教材として、英語
学習とともに、スコットランドへの理解が深まることを期待した。 
また、エジンバラでは、その古き良き都の歴史に関する内容を取り上げるとともに、エジンバ

ラ大学の学生にも協力を求め、彼ら彼女らの学生生活の様子も紹介し、大学生がとりつきやすい
教材という側面も大切にした。 
 
３．研究の方法 
(1)2018 年にカナダ、2018 年、2019 年に英国スコットランドにて、教材制作に必要な動画撮影、
写真撮影を行った。 
2018 年 9 月には、カナダ、ノヴァスコシア州のハリファックスに赴いた。当地は、タイタニ

ック号の犠牲者の遺体が収容され埋葬されたところである。特に大西洋海事博物館では動画教
材制作に必要な資料収集を行った。 
同じく 2018 年 11 月には、Jock Hume の故郷、英国スコットランドのダンフリースを訪れた。

当地では、Jock の出身の学校や図書館を訪れ、資料収集するとともに、Jock Hume に関して動画
にて語れる数名に出演を依頼した。 
2019 年には、スコットランドのエジンバラを訪問した。エジンバラ市内にで、市の歴史を語

れる人に動画出演をしてもらうとともに、エジンバラ大学では、大学生数人に動画出演してもら
い、大学生活を語ってもらった。また、その後、ダンフリースを再訪し、図書館やロバート・バ
ーンズセンターなどで、Jock Hume や Robert Burns を語れる司書や学芸員に、動画出演をお願
いした。 
帰国後、彼らの彼女らが出演した動画データを整理し、英文のスクリプトを作成し、さらにそ

れらを動画 e-learning 教材にできるようにユニット構成を考え、教材用のタスクなどを数多く
作成した。最終的に動画教材と学習用のタスクをプログラミング化し、CD-R の形で制作した。 
 

(2)Robert Burns に関しては、日本においても多少の資料は手に入るものの、タイタニック号の
楽団員 Jock Hume に関しては資料が皆無であった。当地ダンフリースにて多少の資料は手に入



ったものの、数に限りがあった。そのため、英国にて手に入れた 2冊の原書を参考にすることと
し、制作する動画教材でも解説の手助けになるように、翻訳をすることにした。原書のタイトル
は、Christopher Ward 著の And The Band Played On と Yvonne Carroll 著の A Hymn For Eternity
である。 
 
４．研究成果 
(1) 3 ラウンド理論を応用した、英語教育用動画 e-learning 教材『Scotland Tour』を完成させ
た。前作に続き、学習者のターゲットは大学教養課程の学生であるが、一般社会人にも使用でき
る内容の教材とした。英語のレベルは初中級である。単なるリスニング教材ではなく、内容統合
型の教材にふさわしく、スコットランドの文化、エジンバラやダンフリースの歴史地理、さらに
詩人 Robert Burns やタイタニック号の楽団員 Jock Hume について学ぶことができる。しかも、
これまで日本ではあまり知られていなかった情報も満載の内容となった。 
 3 ラウンド理論による教材は、英語が話されている動画を利用し、リスニングスキル向上のた
めの STEP を 3 段階踏むことにより、徐々にリスニングスキルをのばせるように工夫がなされて
いる。また、使用教材に採用される動画の音源は、Authentic なもので、言い誤りや様々なノイ
ズも入ったまさに生の英語である 
今回の『Scotland Tour』の制作でも、そのような点を踏まえ制作しており、モニターとして

使用した大学生や大学院生からは、実際に話される英語に最初は苦労したが、最終的には聞き取
りやすくなったとの感想をいただいている。 
 『Scotland Tour』は、4 unit から構成されている。Unit1 は、エジンバラ大学の学生へのイ
ンタビュー、Unit2 は、エジンバラ市を語る地元の人や旅行者、Unit3 はダンフリースでの録画
で、タイタニック号の楽団員 Jock Hume を知る人や学芸員による、タイタニック号と Jock Hume
の人生、Unit 4 はダンフリースの図書館や博物館の学芸員による、ダンフリースの歴史と Robert 
Burns の人生、となっている。全体的に、内容統合型の英語動画教材にふさわしい内容となった。 
  教材は CD-R 版で 100 枚作製し、学内で使用するとともに、学内外の教職員で希望者には配布
できる体制にしている。 
 
(2)教材『Scotland Tour』の制作と並行して、教材制作の紹介、あるいは、教材の使用効果、さ
らには、教材の内容そのものに関する研究など、研究成果を学会等で発表してきた。 
 代表的な論文としては、「英語 e-learning 教材必修化が大学生の英語学習に与えた影響―2回
の質問紙調査を用いた主成分分析の結果よりー」(2017) Annual Review of English Learning 
and Teaching No,22（査読付き）や「英語教科書におけるノンフィクション教材の扱い方―タイ
タニック号の真実と脚色」(2022) Studies in English Teaching and Learning in East Asia 
No.8（査読付き）などがある。 
  
(3) 教材で取り上げた人物 Jock Hume 関係の翻訳として、以下の 2冊を英宝社より上梓した。
『タイタニック号の若きヴァイオリニストー』（原書 And The Band Played On ）、『タイタニッ
ク号の永遠の讃美歌』（原書 A Hymn For Eternity）。タイタニック号関係の原書の日本語翻訳書
は数冊あるが、タイタニック号の楽団員にフォーカスした翻訳書としては、この 2冊は本邦初で
あり、タイタニック号の研究者に多くの情報を提供できる翻訳書でもある。 
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